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１．施策別の達成状況

２．施策別の代表的な成果指標の達成度

目標値

実績値

達成率

目標値

実績値

達成率

Ⅱ-3

Ⅱ-1

姉妹都市であるサンタフェ市（米国）に、平成２４年度は中学生１０名、平成２６年度は中学生６名
を派遣した。対象者を中学生に絞り、事前研修を複数回実施することにより、研修の目的をより明
確にすることが出来た。参加者の事前事後のアンケートからも、人材育成の観点から成果を上げ
られたことがわかる。

郷土博物館・洋学資料館では、各館の特徴を発揮し、魅力ある企画を実施するため、関係博物館
や研究者等と連携し、ソフト事業の充実に努める。また、郷土博物館は老朽化が進んでおり、早
急な対応が必要となっている。

郷土博物館・洋学資料館では、展覧会・各種講座の開催、小学校との連携による地域学習など
の事業を通じ、本市の歴史・文化的価値を発信し、市民の郷土への誇りを醸成する役割を担っ
た。
文化財を保存・継承するため、史跡津山城跡保存整備事業、史跡美作国分寺跡公有化事業、中
山神社本殿・八出天満宮本殿保存修理事業、宮川門跡石垣解体修理事業などを実施した。

多様な学習機会や学習成果を発揮する場の創出のため、公民館の利用促進や施設整備をはじ
め、地域の情報拠点・学習拠点として、図書館サービスの向上に努める。スポーツ施設・芸術文
化施設は老朽化が進んでおり、改修・修繕計画を作成し年次計画的に行っていく。

学力向上は大きな課題であり、平成２５年に津山市学校力向上プランを策定した。このプランに基
づき、学力向上のみならず、生徒指導・不登校支援、特別支援教育に取組み、「わかる授業・学ぶ
喜び・楽しい学校」を実現する。

児童生徒が考える力を育てるため津山市教育振興基本計画を策定し、学力状況把握や学校研
究体制の整備、３５人以下学級の編制等を実施した。また、スクールカウンセラー等の配置、教育
心理検査の導入等により問題行動や不登校児童生徒の対応に努めた。学校施設整備では、全
小中学校の耐震化工事を実施した。また、２つの学校食育センターの整備により、全小中学校へ
の給食提供が可能になるなど、所期の計画を達成した。

公民館の利用者数
(生涯学習部)

小・中学校の耐震
化率
(学校教育部)

義務教育・学校給食の充実
（学校教育部）

生涯学習環境の整備、スポーツ・武道・芸術文化
の振興
（生涯学習部）

歴史遺産・文化財の保存・活用
（生涯学習部）

国際交流の推進
（地域振興部）

主な実績
と評価

課題と今後
の対応

平成２７年４月施行の子ども・子育て支援新制度では、幼稚園・保育所に関する施策や、地域の
子どもや子育て家庭に関する施策などが抜本的に変更される予定であるが、未だ不明確な部分
があり、目前の対応に窮している。

人権尊重・男女共同参画社会の実現
（総務部）

○

主な実績
と評価

平成２０年、平成２５年に「男女共同参画さんさんプラン」を策定し、男女がともにその個性と能力
を十分に発揮できる社会となるよう、全庁的に取組んだ。また、平成２２年８月には「津山市配偶
者からの暴力の防止及び被害者の支援に関する基本計画」を策定し、ドメスティック・バイオレン
スの防止と被害者支援の取組みを進めた。

課題と今後
の対応

基本計画に従い様々な施策や啓発を進めたことにより、女性の地位向上や固定的な役割分担意
識に一定の変化が見えたものの、少子高齢化が進む中、男性も女性も安心して子育てや介護が
できる環境を整える事が必要。

生涯学習の拠点である公民館は、城西、加茂町、久米、津山東公民館の整備により、市内全地
域で地区公民館の配置が完了した。また、図書館は、開館日・開館時間の拡大や自動貸出シス
テムの導入により、利用者の利便性向上を図り、読書活動を推進した。
スポーツ・武道施設の整備については、弓道場の新設、スポーツセンターサッカー場の人工芝生
化、スポーツセンター野球場改修などの施設整備を行った。
芸術文化の振興については、平成２２年に全国規模の国民文化祭を開催し、全国からの集客と
市民参加の取組みを通じ、津山市の歴史・観光や魅力の発信を行うことができた。

達成状況の評価
既に、平成２５年度の公民館の年間利用者数が、平成２７年度の最終目標値を大きく上回っており、着実な生涯学
習行政の進展がみられる。

312,885人 320,710人 335,849人

89.1% 100.6% 99.1% 104.1% 106.6%

318,600人

251,311人 283,641人 279,464人 298,836人 305,995人

109.0% 100.7% 105.4%

282,000人 287,000人

指標の説明 生涯学習の拠点施設である公民館の年間延べ利用者数

指標の推移

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

83.3%

98.3%

達成状況の評価
平成２５年度末で閉校となった阿波小学校を除き、平成２６年度末で耐震改修の必要な学校施設の改修工事がすべ
て完了し、児童生徒の安心・安全で快適な教育環境の整備が出来た。

79.7% 81.9%

88.8% 88.8% 106.3% 98.7% 102.8% 111.9%

50.6% 50.6% 60.6% 66.1% 68.9% 75.0%

81.1%

57.0% 67.0%

H18 H19 H20 H21 H22 H23

第４次総合計画　総括シート

大綱 人づくりと文化の振興

○

○

◇

◇

○

主な実績
と評価

課題と今後
の対応

主な実績
と評価

主な実績
と評価

課題と今後
の対応

主な実績
と評価

施策目標 達成状況（◎…目標を超えて達成、○…目標どおり達成、◇…一部の目標が未達成）

Ⅱ-５

Ⅱ-４

Ⅱ-３

幼児教育の充実
(こども保健部)

共働き家庭の増加や、発達障害などにより特別な支援を要する幼児の増加などにより、公立幼稚
園に求められるニーズは変化している。これを受け、平成２３年度から、鶴山・加茂・東の公立幼
稚園で、通常の保育終了後から預かり保育を実施している。また、特別支援対策については、職
員研修を行うとともに、支援員を配置するなど、時代の要請に応えられるよう努めている。

課題と今後
の対応

Ⅱ-２

Ⅱ-1

H24 H25 H26 H27

課題と今後
の対応

指標の推移

小中学校の施設のうち耐震工事が完了した施設の割合指標の説明

持続可能な交流を進めるためには、ある程度分野（文化、情操教育）を絞って交流を進める必要
がある。また、行政が率先して事業を進めるのではなく、市内のＮＰＯ法人や学校等とサンタフェ
側の交流がより活発になるよう、仕組み作りに努める必要がある。



目標値

実績値

達成率

目標値

実績値

達成率

３．施策別の代表的な主要事業の評価（平成１８年度～２５年度は実績、平成２６年度～２７年度は参考値）

前期 中期 後期

H18 H21 H24

H19 H22 H25

H20 H23 H26

H27

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

全市 ○

○ ○

○ ○

○

全市

○

○

全市 ○

○

○

津山

○

○

○

加茂/久米

〇

全市

○

全市

○ ○

○

○

津山

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

津山 ○

Ⅱ-4

Ⅱ-4

23,559人

93.2% 49.7% 97.4%

13,272人 26,010人

84.7% 85.7% 87.1%81.4%

指標の説明

市立博物館、資料
館の利用者数
(生涯学習部)

文化センター、文
化ホールの利用者
数
(生涯学習部)

73.0%

達成状況の評価
洋学資料館の新築移転（Ｈ22）、様々な企画展や学術的な展覧会、各種講演会、ワークショップなどの実施及び小
中学校との連携により利用者数は着実に増加傾向にある。特に、東京スカイツリーのオープン（Ｈ24）により、江
戸一目図屏風の実物を目的とした来場者が増加した。

22,622人 23,965人11,401人 10,223人 13,051人

27,500人14,000人 26,700人

郷土博物館、洋学資料館の利用者数

指標の推移

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

達成状況の評価
国際総合音楽祭（Ｈ19.Ｈ23.Ｈ26）や国民文化祭（Ｈ22）等、大きな芸術文化事業を開催した。また全ての館にお
いて指定管理者制度を採用しており、指定管理者の自主企画事業の充実と施設間連携による共同事業の開催なども
行い、目標値には届かなかったが少しずつ利用者数を伸ばした。

229,444人 225,279人 221,201人

95.2% 99.6% 92.4% 95.9% 102.3%

249,000人

209,437人 219,119人 203,263人 221,545人 236,367人

99.3% 90.5% 88.8%

220,000人 231,000人

指標の説明 津山・勝北・加茂文化センター、ベルフォーレ津山及び文化展示ホールの利用者数

指標の推移

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

事業の説明 事業の評価
今後の課題
（事業継続中の
場合に記入）

Ⅱ-1

小中学校の耐震診断・耐震改
修事業
（学校教育部）

小中学校の耐震補強を実施し、児童生徒が安
全な教育環境を実現する。耐震診断施設は８７
施設、耐震改修施設は７０施設。

平成２１年５月に策定した「津山市立小中
学校の耐震化推進計画基本方針」に基
づき、耐震補強・大規模改修工事を着実
に実施し、安全安心な教育環境を整備す
るという所期の目的を達成することがで
きた。

今後、継続して良好な学習
環境を確保するため、津山
市学校施設更新整備方針
に基づいた、計画的・年次
的な施設整備が必要とな
る。地域区分 事業費 13,563,464千円

事業名

Ⅱ-1

小中学校の給食施設整備事業
（学校教育部）

地域区分

Ⅱ-1

確かな学力向上プロジェクト
学校力向上推進プロジェクト
（学校教育部）

地域区分

戸島学校食育センターは平成２０年９月１日供
用開始、平成２６年３月一部改修。草下部学校
食育センターは平成２６年９月１日供用開始。

旧津山地域では中学校給食は実施して
おらず、また、加茂・勝北・久米の３セン
ターや単独調理校では、施設の老朽化
等の問題があった。これらの課題を解消
するため、２つの学校食育センターを建
設し、安全安心の学校給食を提供する環
境を整えた。

―

事業費 4,017,187千円

学力向上に向けた次の取組みを実施
①市費非常勤講師の雇用、②情報機器の導
入、③小学校３年生・５年生への標準学力検査
の実施、④教師力向上のための校内研究推
進、⑤特別支援教育推進センターの設置

各取組みについて、次の成果があった。
①３５人以下学級による学習環境の整
備、②分かりやすい授業の実現、③本市
の学力課題を検証、④教職員の授業力
と指導力の向上、⑤特別支援教育体制
整備に係る諸事業、の推進に努めた。

全国及び県の学力・学習
状況調査における学力の
状況は、一定の改善は図
られているものの依然とし
て県平均正答率との差が
見られる。事業費 46,521千円

Ⅱ-３

城西公民館整備事業
津山東公民館整備事業
（生涯学習部）

地域区分

Ⅱ-３

加茂町公民館整備事業
久米公民館整備事業
（生涯学習部）

地域区分

公民館未整備であった地区に新規整備を行っ
た。
城西公民館は、小田中地内で、平成１９年８月
８日供用開始。津山東公民館は、川﨑地内で、
平成２６年４月１日供用開始。

城西公民館は、市街地公民館としては、
西苫田公民館に次いで２館目の建設と
なった。
津山東公民館は、最後の公民館空白地
帯への整備として実施され、事業完成に
より、市内全域で公民館が配置された。

―

事業費 174,221千円/282,984千円

老朽化が進んでいた公民館を建替え整備。
加茂町公民館は、平成２１年度着手、平成２２
年８月１日供用開始。久米公民館は、平成２１
年度着手、平成２４年４月２４日供用開始。

旧加茂町山村開発センター及び旧久米
町公民館の老朽化に伴い、建替え整備。
地域振興・生涯学習の拠点施設として利
用されている。

―

事業費 242,789千円/423,792千円

Ⅱ-３

スポーツ環境整備事業
（生涯学習部）

地域区分

津山スポーツセンターサッカー場人工芝生化及
びフェンスの設置を行う。

天候不良によるグラウンド不良を改善
し、稼働率が高まり利用者サービスの向
上が期待される。また、市外からの利用
者増が見込まれ、宿泊による地域の活
性化、交流試合の開催による競技力の
向上が見込まれる。

―

事業費 150,000千円

郷土ゆかりの洋学者を顕彰し、関係資料の展
示を行っていた旧洋学資料館が所蔵資料の増
加により手狭となったため、移転新築し、平成２
２年３月１９日に供用開始した。

収蔵庫設備の充実により、資料の寄託・
寄贈が増加し９，０００点を越えた。また
利用者も旧館時代に比較して３倍に増加
し、津山市を特徴づける施設として情報
発信に寄与している。

―

事業費 855,124千円

長年、武道関係者等から総合武道館の整備が
要望されていたが、武道振興構想懇談会でも
弓道場の先行設置が報告されたため、整備に
至った。平成２３年４月１日供用開始。

Ⅱ-４

津山城跡保存整備事業
（生涯学習部）

歴史的文化遺産である津山城跡が、本来の城
郭としての景観を取り戻し、その価値を維持・向
上させる。平成１６年に復元した備中櫓と併せ、
通路・石垣・石段の整備等を計画的に行う。

天守台石垣の間詰など天守曲輪を中心
とした整備事業を継続的に実施すること
ができた。

第１期計画を見直し、石垣
修理、虎口通路の整備な
どを中心とする第２期計画
を策定する。

地域区分 事業費 245,729千円

目標利用人数は毎年達成されている。ま
た、規模の大きな大会（県高体連）が開
催されるなど利用が好調である。

―

事業費 85,995千円

Ⅱ-４

洋学資料館整備事業
（生涯学習部）

地域区分

Ⅱ-３

弓道場整備事業
（生涯学習部）

地域区分


